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V308b X線分光撮像衛星XRISMの観測データ処理ツールの開発状況
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X線分光撮像衛星 (XRISM) の科学運用チームは、最大限の科学成果を出すことを目的として開発や運用準備
を進めている。科学運用の工程には、観測計画の立案、地上での観測データ処理、ユーザーサポートなどがある。
特に地上での観測データ処理では、各ミッション機器から出力されるテレメトリデータ、軌道や姿勢などの補助
データのフォーマット変換や補正、および、テレメトリデータの時刻再計算の処理を行い (pre-pipelineと呼ぶ)、
最後に pipelineを実行することで較正済のユーザー配布データが得られる。加えて、生成物を用いた検出器性能
や観測成立の確認を行うことも健全な科学運用のために不可欠である。しかし、pre-pipeline処理では SIRIUSへ
のデータ登録や軌道決定を用いた姿勢オフライン決定の結果が必要であり、実行開始までに数日以上の時間を要
する。そのため、プロジェクト分蓄装置から FFF 形式 (Quick-look FITS File; QLFF) を作成し、即時に健全性
の確認も行う。8月には熱真空試験を実施し、最近ではそのQLFFを用いて検出器性能や観測成立の確認に必要
なデータを生成するツールの開発を行った。本講演では、観測データ処理ツールの開発状況の詳細を報告する。


